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盛況となった中山大藤まつり
過去最多となる22万人来場の喜びを報告

報告に来た川口さん、橋間さん、中川さん（前列左から）

大
　4 月に中山熊野神社で開催された中山大藤まつり。
その来場者数が過去最多の 22 万人となりました。4
年ぶりの開催となったことや、SNS で情報が広く周知
されたことが来場者増加につながりました。5 月 26
日に、中山大藤まつり実行委員会の橋間正

ま さ ひ こ

彦委員長、
中川與

よ し ろ う

志郎副委員長、川口修
しゅういち

一委員が金子市長に喜び
を報告。橋間委員長は「来年は、中山の大藤と同じ品
種の野田藤が描かれる新 5 千円札を絡めて PR してい
きたい」と意気込みを語りました。

身近な話題などお知らせください。情報をお待ちしています。
【問】企画課広報広聴係 （☎ 77・8425）

　市は、風水害に備えるため、5 月 21 日に橋本町の
旧炭鉱跡地で防災訓練・水防演習を実施しました。訓
練には、消防団や医師会、市建設業協会など 26 団体
から約630人が参加。演習では堤防の決壊を想定して、
消防団員が土のうを半月型に積み上げる月の輪工を行
った他、医師会や消防などが衝突事故を起こした車両
からけが人を救出する訓練をしました。訓練後、金子
市長は「矢部川が決壊し、市内の 3 分の１が水没した
水害から今年で 10 年。もし災害が起きたときはこの
訓練の教訓を生かして迅速に行動してほしい」と激励
しました。

水害で慌てないために
防災訓練・水防演習に約630人が参加風

【上】【上】浸水を防ぐための土のうを作る消防団員
【下】衝突【下】衝突事故車両を想定したけが人の救助訓練事故車両を想定したけが人の救助訓練

男子の部で優勝した北村・藤丸ペア男子の部で優勝した北村・藤丸ペア

　5 月 27 日と 28 日、市民ソフトテニス大会が大和
テニスコートでありました。市内の小中学生 48 組、
96 人が参加。日ごろの練習成果を発揮し、熱戦が繰
り広げられました。大会の結果は次のとおりです（敬
称略、かっこ内は学校名）。【男子の部】優勝＝北村
晴
は る と

斗・藤丸尚
なおひろ

大ペア（三橋中２年）、準優勝＝岩永
直
なおひろ

大・下園裕
ひ ろ と

人（蒲池中３年）【女子の部】優勝＝木
原凛

り か さ
花咲（蒲池中３年）・樽見琴

こ と ね
響ペア（同２年）、準

優勝＝田中明
め い

衣（蒲池中３年）・田中美
み ゆ

結ペア（同２年）

人で1球を追いかけて
市民ソフトテニス大会開催２

ちかどま ポートレ

　市長杯争奪軟式野球大会が 5 月 15 日、市民大和グ
ラウンドで開幕しました。大会には、市内やみやま市か
ら 7 チームが参加し、トーナメント方式で優勝を争い
ます。開幕戦は、ティーチャーズとスパイダーズが対戦。
昨年の決勝の再現となった試合は、両チームとも投手が
好投し、１点を争う白熱した展開になりました。同点で
迎えた７回、ティーチャーズが勝ち越しに成功。２対１
で接戦を制しました。決勝は、６月 13 日に市民三橋グ
ラウンドで行われ、ティーチャーズが優勝しました。

ごろの練習の成果を発揮
第47回市長杯争奪軟式野球大会開幕

投手が好投し、接戦を繰り広げた開幕戦

日
　6 月 9 日、藤吉小学校 4 年生の野田啓

けいすけ
祐さんと菊次

竜
た つ や

弥さんが、全国吟詠コンクール県大会の結果と九州大
会出場を橋本教育長に報告しました。幼年の部 3 位の野
田さんは「九州大会では 2 位以内を目指したい」と抱負
を語りました。市内入賞者は次のとおりです（敬称略）。【幼
年の部】3 位＝野田啓祐（藤吉小 4 年）、4 位＝菊次竜弥

（同）【少年の部】2 位＝宿利実
み お

生（三橋中 3 年）、3 位＝
森美

み ゆ う
結（高校 1 年）【青年の部】1 位＝宿利芽

め い
生（20 歳）、

2位＝宿利咲
さ き

生（19歳）【一般一部】3位＝川口和
かずのり

典（48歳）

分の心を声に乗せて
全国吟詠コンクール九州大会出場報告

結果を報告した菊次さん（中央）と野田さん（右から 2 番目）

自 域みんなで大盛り上がり
市内小学校で運動会開催

親子リレーで保護者に追い抜かれないよう必死に走る児童

地
　5 月に市内の多くの小学校で運動会が行われまし
た。大和小学校は 4 年ぶりに校区と合同で 14 日に開
催。徒競走や応援合戦など定番競技の他、地区公民館
対抗リレーや一般参加の玉入れなど昨年までよりも種
目数が増え、児童と地域住民が一緒に盛り上がってい
ました。赤組と白組に分かれて大接戦の上、赤組が勝
利。赤組で応援団長を務めた 6 年生の甲斐田聖

せ い ら

桜さん
は「来年は種目の数がもっと増えてほしい」と楽しそ
うに話しました。

所狭しと並べられた本の中から目当ての本を探す来場者

　あめんぼセンターで 5 月 28 日、雑誌リサイクルデー
がありました。2 年の保存年限が過ぎた雑誌を無料で
提供しようと、市立図書館が各館で毎年開催している
イベント。午前 10 時の入場までに 50 人もの列がで
きる盛況ぶりでした。会場には、歴史や科学、子育て
などおよそ 30 ジャンル 2400 冊もの雑誌や本がびっ
しり。お母さんと一緒に市内から訪れた 3 歳と 5 歳の
姉妹は「たくさんの本の中から欲しい本が見つかった
ので楽しかった」と選んだ本を抱えてご満悦でした。

を選ぶって楽しいね
図書館で年に1回の雑誌リサイクルデー本


